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【禁忌・禁止】 
＜使用方法＞ 
1.再使用禁止 

2.再滅菌禁止 

3.接続箇所のコネクタをアルコール含有薬剤で消毒しないこと。［ア

ルコール等との接触によりコネクタにひび割れ等が生じるおそれ

があるため。］ 

 

 

【形状・構造及び原理等】 

 

※本品（1,000mL容器）に栄養剤を充填して栄養投与するもので、点

滴筒に滴下する栄養剤をローラクランプにより流速を調節する。栄

養チューブとの接続端（コネクタ）は誤接続防止タイプである。 

本品は、ポリ塩化ビニル（可塑剤：トリメリット酸トリ（2-エチルヘキシ

ル））を使用している。 

同梱されている製品は、直接の包装に記載している。 

＜原材料＞ 

バッグ：ポリ塩化ビニル 

 

【使用目的又は効果】 

1.栄養投与用。 
※2.本品は栄養投与を行うためのバッグで、投与状態を確認し、か

つ投与速度を調整する点滴筒、クランプを有する。なお、本品は

滅菌済み再使用禁止の製品であり、１回限りの使用で使い捨て、

再使用しない。 

 

【使用方法等】 

1. 栄養剤等の充填 

イルリガートル台に吊り下げ、バッグの両穴に親指及び中指を差し

込み、片手で注入口を開け栄養剤等を充填してファスナーを表と

裏より指で押しつけるようにして、閉める。 

このバッグは、横にしても液漏れしないように、特別なファスナーを

採用している。 

2.栄養チューブとの接続 

誤接続防止タイプの経鼻栄養チューブあるいは胃瘻カテーテルと

接続して、使用する。 

 

点滴量： 1mL≒15滴 

＜注意＞一滴あたりの容積が栄養剤等によって異なる可能性があ

るので注意すること。 

 

 

【使用上の注意】 

重要な基本的注意 

●本品は経腸栄養回路用である。血液回路との接続はしないこと。 

●本品は自然滴下用経腸栄養注入セットである。輸液ポンプ等の

併用使用はしないこと。 

●本品と経腸栄養用のカテーテル又はチューブの接続部の漏れや

外れに注意し、適宜増し締め、締め直し等の適切な処置を行うこと。

［接続部は使用中に緩むことがあるため。］ 

●本品を金属鉗子等でクランプしないこと。 

●全操作中に、穿刺具、メス、ハサミ、縫合針等をバッグやチューブ

に接触させないこと。［傷付けて液漏れが生じるおそれがあるた

め。］ 

 

【保管方法及び有効期間等】 

1.保管の条件 

室温下で、水濡れに注意し、直射日光及び高温多湿を避けて保管

すること。 

2.有効期間 

包装上に記載（自己認証（当社データ）による）。 

 

【製造販売業者及び製造業者の氏名又は名称等】 

製造販売元 
※日本コヴィディエン株式会社 

カスタマーサポートセンター：0120-917-205 
 

製造元：Covidien(コヴィディエン) 

国名：タイ 

 

 

 


